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まちづくりの担い手の分布［1［［

自治会・町内会・商店街等と主な市民活動エリアの分布■■

課題
・自治会・町内会・商店
街や市民活動団体の
連携を通して、個々
のエリアの活性化を
図っていく必要があ
ります。
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◇Lプラザ周辺地区の
　まちづくりを考える会
まちの環境を整備し維持する活動を行う

コトラボ合同会社 /NPO法人さなぎ達
「YOKOHAMA HOSTEL VILLAGE」や「KOTOBUKI 

PROMOTION」など、寿地区のまちづくり活動を行っ

ている

◇伊勢佐木町 3～ 7丁目まちづくり協議会
イセブラができるまちづくり、気軽に楽しめる賑わ

いのまちを再生する

◇石川町まちづくり委員会
地域の活性化と安全で快適な魅力ある

まちづくりを推進する

伊勢佐木町 1・2丁目地区商店街振興組合
街づくり委員会
横浜のメインストリートにふさわしい調和の取れた

街並みを創造し、様々な人が安心して憩える、魅力

的なまちづくり

凡例
　　：商店街
　　（ライブタウンマスタープラン　平成６年）
　◇：地域まちづくりグループ
　◆：地域まちづくり組織
　＊：地域まちづくりルール認定
        ：自治会・町内会

◇関内を愛する会
関内の活性化を目的に、地区を活動の拠点と

する人々の叡智を結集、歴史と伝統を踏まえ

ながら活力ある街づくりを進める

◇横浜中華街「街づくり」団体連合協議会
歴史と文化の薫り漂う街としてのイメージを代表

する風景と、商業・生活が混ざり合い、自らが環

境を守り育てる、魅力と活力のあるまちづくり

◆馬車道商店街協同組合
まちづくり協定書に基づき関係者が一体と

なって街づくりを推進する

＊馬車道まちづくり協定

関内中央振興会北仲通北地区
再開発協議会

セントラルベイ YMC協議会
山下公園通り・元町・中華街の各地区の連携

山下公園通り会
会員相互の情報交換・親睦を図ることにより、ミ

ナトヨコハマの観光事業の充実と、地域経済の発

展に貢献する

日本大通り活性化委員会
日本大通り活用推進協議会
オープンカフェ等の自主企画事業

◆協同組合 元町エスエス会
横浜まちづくり憲章を街づくり理念として取り入

れ、街づくりを円滑に推進する

＊元町通り街づくり協定

元町まちづくり協議会

◆商店街振興組合
　元町クラフトマンシップ・ストリート
横浜まちづくり憲章を街づくり理念として取り入

れ、街づくりを円滑に推進する

＊元町仲通り地区街づくり協定

◇関内駅周辺再生推進協議会
関内駅周辺及び関外地区の再生に向けた地元意見の

集約及び提案を行う

吉田町名店街
他の地域と情報交換しながら吉田町のまちづくりに

ついて検討を進める

◇野毛地区街づくり会
インフォメーションセンターやHana*Hana の運営、

野毛大道芸の開催などによるまちづくり活動

◇お三の宮通りまちづくり委員会
緑化の推進、まちづくりの資源として歴史を伝える、

賑わいのあるまちづくりを推進する

◇初黄・日ノ出町環境浄化推進協議会
生活環境を改善するため、健全で住みよいまちづく

りを推進するための地域まちづくりルールを作り、

その実現のために活動している

NPO法人 黄金町エリアマネジメントセンター
「アートによるまちづくり」をテーマに発足。今後

はイベント事業に加えて、日常的なまちづくり活動

を強化し、「安全安心のまちづくり」を推進する

元町 SS 会 / 元町河岸通り会 /元町仲通り会
「元町エコストリート」と題して、平成 16 年から

地区内の共同配送事業を行っている

横濱まちづくり倶楽部
会員相互あるいは横浜に関わる様々な地元組織・企業・

市民団体・行政相互の「パートナーシップ」を築き、ま

ちづくりにつなげる

◆元町自治運営会
元町町づくり協定に基づき関係者が一体となって

街づくりを推進する

＊元町町づくり協定

・関内地区は、商店街エ
リアと自治会町内会エ
リアが一致していませ
ん。

・関外地区は、自治会町
内会エリアの一部が商
店街エリアとなってい
ます。

・地域まちづくり登録グ
ループや地域まちづく
りルールがある地区な
ど、自治会・町内会の
組織以外にも市民活動
をしているエリアがあ
ります。

・また、まとまったエリ
ア内の活動だけでな
く、エリアを超えて、
まちづくりの担い手と
して活動しているグ
ループも存在します。
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桜木町駅

日ノ出町駅

戸部駅

関内駅

関内駅

石川町駅

元町・中華街駅

日本大通駅

馬車道駅

黄金町駅

阪東橋駅

伊勢左木長者駅

吉野町駅

南大田駅

みなとみらい駅

新高島町駅

高島町駅

平沼橋駅

西横浜駅

横浜駅

大岡川内水面

山手

Ｅ

Ｄ

Ｃ

新港

みなとみらい２１

横浜駅周辺

戸部

Ｂ
Ａ

Ｋ

Ｈ

I
J

Ｍ
Ｌ

Ｇ

Ｆ
掃部山･野毛山周辺

0 100 300 600 1000ｍ
north

Ｋ地区
・作業の機械化による日雇労働
者の減少や外国人バックパッ
カー等を対象としたホステル
化等による街の変容

・高齢化日雇労働者のケア

Ｃ地区
・海からの顔となる山下公園通り
沿いの街並み景観

・新県民ホールの整備
・高層共同住宅の増加

Ａ地区　
・ビジネス・商業の街
・空オフィスの増加
・戦災復興建築などの老朽建物の
更新、利活用の必要

・共同住宅の増加
・馬車道の歴史ある商店街
・安全で快適な歩行環境

Ｈ地区
・伊勢佐木町の歴史ある商店街
・チェーン店の増加
・吉田町等世代交代による新たな
魅力ある店舗の増加

・松坂屋の撤退等による活力の低下
・多様な文化を背景とする人々、
店舗の集積

Ｉ地区
・伊勢佐木町の歴史ある商店街
・多様な文化を背景とする人々、
店舗の集積

・共同住宅の増加
・未利用地の増加
・国道 16号沿いの性風俗店進出

Ｆ地区
・横浜の下町としての賑わいの集
積

・高層共同住宅の増加
・大道芸等による地域の魅力創出
・東横線廃線以降の活性化の必要
性

Ｇ地区
・違法店舗撤退後の空き店舗活用
の必要性

Ｌ地区
・下町情緒豊かで賑やかな横浜橋
商店街

・多様な文化を背景とする人々、
店舗の集積

・共同住宅の増加

Ｍ地区
・商店街再生の必要性
・共同住宅の増加

Ｊ地区
・横浜文化体育館、横浜市教育文
化センター、横浜市立横浜総
合高等学校等、市所有の市民
利用施設や学校について耐震
補強への対応

・共同住宅の増加

Ｂ地区　
・象の鼻パーク、日本大通、横浜
公園と連なる緑豊かな横浜を
代表する都心空間

・公共空間を活用したオープンカ
フェ等による賑わいの創出

Ｄ地区
・全国的にも有名な中華街の賑わ
い

・高層共同住宅の増加
・迷惑行為等モラルの低下

Ｅ地区
・全国的にも有名な元町商店街
・安全で快適な歩行環境づくり
・駐車場不足

課題

関内・関外地区のエリア別の主な現況・課題［1［［

・関内・関外地区は、魅力資源が多数あり、また、新たに生まれつつあります。それらを結びつけ、個性的な街づくりが行われているとこ
ろもありますが、全体としては、各界隈の魅力が効果的に発信できてはいません。また、多彩な界隈の集積による相乗効果も十分に発揮
できているとはいえません。

・ウォーターフロントの魅力づくりとともに、関内内陸部や関外の立地条件や地域資源等を活かした魅力づくりが求められています。
・関内・関外地区は、様々な界隈が存在し、全体としてのイメージや構造が分かりにくくなっています。都市軸や水・緑・賑わいのネットワー
ク、回遊動線の明確化などが必要です。　


